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産婦人科領域におけ る尿路感染症に対す るAB-206の 検討

金 尾 昌 明 ・藤 本 高 久 ・岡 田 弘 二

京都府立医科大学産婦人科学教室

(主任:岡 田弘二教授)

グラム陰性桿菌(GNR)が 産婦人科領域 の感染症 にお

け る主要な起炎菌 といわれ て久 しいが,未 だその意義は

減 じていない。

最 近 はPseudomonas putida, Ps. maltophilia, Ps.

cepaciaな どの ブ ドウ糖 非 醗 酵 性 菌 に よる感 染症 の増 加

も いわ れ てい る1)。Fig1の よ うに,1962年LESHERら

に よ るNalidixic acid(NA)の 発 見 以来,そ の類 縁 化

合 物 の研 究 開 発 が 各 国 に お い て さか ん に 行 な わ れ,そ の

内Piromidic acid(PA), Pipemidic acid(PPA)は す

で に製 品 化 され,そ の 有 用性 につ い て わ れ わ れ も検 討 し

発表 し てい る2),3),4)。

今 回,住 友化学工 業株式 会社,大 正製薬株式会社の両

社の共 同開発に よるAB-206は 従来 のNA,PAに 比べ

て優 れた抗菌力を示す とともに,経 口投与に よ り比較的

高 い血 中 ・尿 中濃度が得 られ るとされ てい る5),6)。わ れ

われは,最 近本剤を使用する機会 を得,若 干の検討を加

えたので報告す る6

I.症 例および投与方法

投与対象は昭和52年3月 より6月 までの約4カ 月間

に京都府立医大産婦人科お よび国立舞鶴病院産婦人科を

訪れた入院患者13名,外 来患者9名 の計22名 の全例

尿路感染症である0投 与量はAB-2061日1,000mg～

2,000mgを 分3ま た は 分4と して内服 させた。投与 日

数は1例 を除 き4～7日 の連続投与である。

なお,入 院患者13名 の基礎疾患は,子 宮頸癌5例,

子宮体癌3例,子 宮筋腫2例,お よび悪 性絨 毛性腫瘍,

悪性腹部腫瘍,悪 性奇形腫おのおの1例 である。

II.効 果 判 定

効果判定は大越 らのUTI薬 効評価基準に準 じ,自 覚

症状,膿 尿,細 菌尿の消失,改 善を指標 とし,著 効(++),

有効(+),無 効(-)の3段 階に判定 した。

III.使 用 成 績

Table1の13名 の入院患者に対 しては,著 効5例,

有効1例,無 効7例 で,有 効率46.2%で あ った。 これ

は全例が基礎的疾患を 有 し,11例 が悪性腫 瘍の治療 中

または治療後 であ ることを考えれば必ず しも悪い成績 と

はいえない。 この13名 の基礎疾患別効 果 を 一 括 し て

Table2に 示 した0Table3の9名 の外来患者に対 して

は,Bcoliの1例 を除 き8例 とも著効で,有 効率88.9%

であった。 これ は外来症例 におけ る本剤の有用性,投 与

の しやす さを表わす とともに,一 方では基礎疾患を有す

る中等度 以上 の感染症 に対す る本剤の限界を表わ してい

る もの と思われ る。

Table4に 分離菌 の感受性 を症例番号 順 に 示 し て い

る。

個 々の症 例につい ての臨床所見お よび尿中細菌の推移

はTable5に 示す とお りであ る。

IV.副 作 用

Table6に 示 した項 目について検討 した。1例 におい

Fig. 1 Chemical structures of NA, PA,

PPA and AB-206

Nalidixic acid (NA)

Pipemidic acid (PPA)

Piromidic acid (PA)
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Table 2 Clinical effect of AB-206 by

underlying disease

て悪心 を,2例 において心窩部痛を訴 え,1例 において,

飲む とフ ラフラす る と訴 えた。 しか し,1例 を除いては

中止す ることな く継続投与可能であ り,い ずれ も投与終

了後短 時 日の内に回復 した。 また,1例 に お い て,S-

GOT,BUNの 軽度上昇 をみたが,放 射線療法 中で もあ

り,本 剤投与に よるものか ど うかは っきりしない。いず

れ の検査値 も短期 間で正常化 してい る。

V.考 察および結語

婦人科領域におけ る尿路感染症の主た る感染経路 は外

陰部,膣 内細菌に よる上 行感染 であ り,外 陰部,睦 内の

細菌 は直腸 内細菌 と密接な関係にあ り,し た が っ て,

Ecoliを 主体 とした グラム陰性菌が多 い。

われわ れの領域 でもっとも難治 とされ る子宮頸癌術後

の尿路感染症に際 して,Table7の ように,CL,NAの

感受性が案外良いこ とが うかが える。われわれ はNAお

よびその類縁化合物 であるPA,PPAの 婦人科領域にお

け る,と くに反復感染症 に対す る有用性について従来 よ

り検討,指 摘 して きたが,AB-206は ほ とん どすべ ての

グラム陰性菌,一 部の グラム陽性菌,嫌 気性菌,マ イコ

プ ラズマなどに活性を示 し,NA,PAに 比べて,は るか

に優 れた抗菌 力があ り,耐 性 獲 得 もNAに 比 べ てin

"itroで ゆるやかで,NA耐 性菌に対 して もin vitro,

in"i"oに おいて活性 を示 した とい う5),6)。マ ウス の全

身感染実験において も,NAの1/4～1/2の 量で同等の

感染防禦効果を示 した とい う5),6)。

AB-206はNA,PPAに 比べ ては るかに優れた抗菌力

を有す るが,UTIの 場合低 い尿 中濃度に よりやや減殺 さ

れた感 じであ り,ま た空腹時投与 に比べて食後投与で吸

収 が著 明に悪 くなるが,空 腹時投与では消化器症状が 出

やすい。

その適応 と限界 として,比 較的軽症 例の多い外来患者

や,耐 性菌の多い悪性腫瘍 の術後の慢性感染症の顕症化
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Table 3 Clinical uses of AB-206 (Out-patient with UTI)

Table 4 Sensitivity of clinical isolates to AB-206 and main antibiotics
[MIC (pg/ml) or disc sensitivity]

* Organism appeared after the treatment.

を防いだ りす るのに効果が期待 され る一方,内 服薬 でも

あ り,高 熱を発 した り,全 身状態 の強 く障碍 され る重症

感染症には無理 であろ う。

最後に副作用 として,フ ラフラする感 じとい うのが消

化器症状の一表現形態 であ るのな ら良いが,神 経症状で

あ るのな ら気になる ところであ る。 これはNAな どの経

験か らも起 こ り得 ることであ り,今 後 一層の観察 と検討

が必要 と思われる。
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Table 5 Changes in clinical findings and organisms in urine before and after the

administration of AB-206

*N: Normal

Table 6 Side effects

The details of examinations and observations

1. General symptoms : Allergy (Eruption etc.),

Psychologic and gastrointestinal disorders

2. Blood: ESR, RBC, Hb, Ht, WBC

3. Urinalysis: Glucose, Protein Sediment

4. Liver and renal functions: S-GOT, S-GPT,

Al-P, BUN, Creatinine clearance etc.

Result

In one case, slightly elevated S-GOT and BUN.

3 patients complained of nausea and epigastralgia.

One complained of vertigo.

But all recovered in short time.
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Studies on AB-206 were carried out in our clinic and the following results were obtained.
1) AB-206 was effective in 6 cases of 13 in-patients with urinary tract infections.
2) It was effective in 8 cases of 9 out-patients with UTI.
3) Eleven of E. coli, one of Proteus mirabilis, one of Proteus morganii, one of Enterobacter, one

of Enterococcus and one of Klebsiella pneumoniae were sensitive to this drug, while 3 strains of
E. coli, 3 of Pseudomonas aeruginosa, one of Staphylococcus aureus, one of Streptococcus faecalis
and one of Klebsiella pneumoniae were resistant to it.

4) In one case, S-GOT and BUN were slightly elevated. Three patients complained of nausea and
epigastralgia. One complained of vertigo. But all were recovered in short time.


